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明
治
時
代
後
半
と
い
う
時
期
、
著
名
な
作
家
で
紀
行
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の

担
い
手
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
大
町
桂
月
、
遅
塚
麗
水
、
大
橋
乙
羽
、
幸
田
露

伴
と
い
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
紀
行
文
家
た
ち
の
も
の
も
含
め
て
、

紀
行
文
は
、
同
時
代
に
お
い
て
は
、
主
に
「
文
章
」（
あ
る
い
は
「
文
字
」）
と

い
っ
た
評
価
軸
に
沿
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た①
。
こ
の
時
期
の
紀
行

文
は
、
い
わ
ゆ
る
美
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
包
含
さ
れ
る
も
の
だ
と
一
般
に
は

考
え
ら
れ
て
い
た
。
紀
行
文
＝
美
文
と
い
う
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
図
式
に
つ
い
て

は
し
か
し
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
徐
々
に
疑

問
を
抱
く
人
々
が
現
れ
、
時
に
は
否
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

小
島
烏
水
は
、
そ
の
よ
う
な
美
文
と
し
て
の
紀
行
文
へ
の
疑
問
を
比
較
的
早

い
時
期
に
投
げ
か
け
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
烏
水
は
明
治
三
〇
年
か
ら
投
稿

雑
誌
「
文
庫
」
の
中
心
的
な
記
者
・
編
集
者
と
な
り
、
同
時
代
文
学
の
批
評
を

行
う
傍
ら
、
精
力
的
に
紀
行
文
を
発
表
し
て
い
る②
。
彼
が
理
想
的
な
紀
行
文
に

つ
い
て
論
じ
た
の
が
、
明
治
三
六
年
「
文
庫
」
に
発
表
さ
れ
た
「
紀
行
文
に
就

き
て
」（
第
二
三
巻
第
六
号
／
一
九
〇
三
年
八
月
一
五
日
、
第
二
四
巻
第
二
号

／
一
九
〇
三
年
九
月
一
五
日
）
と
い
う
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
紀
行
文
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
実
作
専
門
で
あ
っ
た
烏
水
が
、
初
め
て
本
格
的
に
紀
行
文
を
小

説
等
と
並
ぶ
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
と
ら
え
、
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
論
考
で
は
、
従
来
の
紀
行
文
の
評
価
基
準
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、「
写
生
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
文
章
」「
文
字
」
な
ど
と
は
異
な
る
新
た
な
評
価
基

準
を
導
入
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
試
み
は
、
後
に
田
山
花
袋
を
は
じ
め

と
し
た
日
本
の
自
然
主
義
作
家
た
ち
が
、「
地
方
色
」
や
「
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ

ー
」
を
小
説
中
で
再
現
し
よ
う
と
し
た
試
み
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

小
島
烏
水
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
論

―

要
請
さ
れ
た
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
に
つ
い
て―

熊　
　

谷　
　

昭　
　

宏
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ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
紀
行
文
論
が
、
烏
水
自
身
の
紀
行
文
「
鎗
ヶ
嶽
探
険

記
」
連
載
中
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
小
島
烏
水
の
紀
行
文
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
と
紀
行
文
論
「
紀
行

文
に
就
き
て
」
で
想
定
さ
れ
た
紀
行
文
の
理
想
の
姿
と
、
実
践
に
際
し
て
の
矛

盾
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
、
明

治
三
〇
年
代
末
か
ら
四
〇
年
代
の
紀
行
文
を
め
ぐ
る
状
況
と
諸
問
題
を
整
理
す

る
足
が
か
り
と
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

一　

紀
行
文
を
改
稿
す
る
と
い
う
こ
と

　

小
島
烏
水
の
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
全
十
章
は
、
明
治
三
六
年
一
月
か
ら
一
二

月
ま
で
「
文
庫
」
に
九
回
に
わ
た
り
連
載
（
第
二
二
巻
第
二
号
／
一
九
〇
三
年

一
月
一
日
〜
第
二
四
巻
第
六
号
／
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
五
日
）
さ
れ
、
三
年

後
の
明
治
三
九
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
紀
行
文
集
『
山
水
無
盡
蔵
』（
一
九
〇

六
年
七
月
三
日
／
隆
文
館
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、

初
出
本
文
と
『
山
水
無
盡
蔵
』
収
録
本
文
と
の
間
に
、
大
小
様
々
で
は
あ
る
が
、

多
く
の
異
同
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
異
同
の
存
在
自
体
に
つ

い
て
は
、
大
修
館
書
店
版
『
小
島
烏
水
全
集
』
第
四
巻
（
一
九
八
〇
年
三
月
二

五
日
／
大
修
館
書
店
）
の
解
題
・
解
説
で
近
藤
信
行
が
既
に
指
摘
を
し
て
い
て
、

大
規
模
な
異
同
に
つ
い
て
は
具
体
例
も
挙
げ
て
い
る
。
両
本
文
間
の
異
同
を
比

較
す
る
と
、
改
稿
部
分
に
は
い
く
つ
か
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
本
稿

で
注
目
し
た
い
の
は
、
高
山
植
物
や
山
岳
の
標
高
等
に
関
す
る
も
の
、
第
十
章

の
後
に
付
け
ら
れ
た
「
拾
遺
」
に
代
表
さ
れ
る
、
補
足
的
な
情
報
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
初
出
第
九
章
で
は
、
岩
場
に
咲
く
草
花
に
つ
い
て
「
キ
バ

ナ
ス
ミ
レ
、
ク
ル
マ
ユ
リ
な
ん
ど
の
簇
が
り
咲
く
を
観
る
」
と
い
う
箇
所
が
あ

る
が
、
同
じ
箇
所
は
『
山
水
無
盡
蔵
』
で
は
「
キ
バ
ナ
ノ
コ
マ
ノ
ツ
メ
、
タ
カ

ネ
ス
ミ
レ
、
ク
ル
マ
ユ
リ
な
ん
ど
の
簇
が
り
咲
く
を
観
る
」
と
改
め
ら
れ
て
い

る
。
ほ
か
に
も
、「
我
等
の
上
を
覆
ふ
も
の
は
樅
や
栂
に
し
て
」
の
「
樅
や

栂
」
が
、「
白
檜
の
短
木
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
例
（
第
七
章
）
が
あ
る
。
植

物
の
名
称
に
対
す
る
烏
水
の
配
慮
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

「
文
庫
」
へ
の
発
表
以
前
に
、
専
門
家
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
こ
と

を
、
近
藤
信
行
が
指
摘
し
て
い
る③
。
連
載
中
に
も
、
例
え
ば
第
五
章
末
尾
で
、

信
濃
嶋
内
村
の
胡
桃
勘
内
と
い
う
人
物
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
地
名
等
の
誤
り
を
指

摘
す
る
投
書
を
紹
介
し
、「
尚
ほ
今
後
と
も
か
ゝ
る
指
教
を
与
へ
ら
れ
む
こ
と

を
諸
君
に
乞
ふ
」
と
読
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
は
「
文

庫
」
連
載
の
時
点
か
ら
、
神
経
質
な
ま
で
に
〈
正
確
〉
な
記
述
を
目
指
し
て
書

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
高
山
植
物
の
固
有
名
詞
を
用
い
る
程
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
用
法
へ

の
配
慮
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
の
配
慮
を
、
記
述

が
〈
正
確
〉
で
あ
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
記
述
内
容
の
正
誤
へ
の
関
心
と
捉
え

直
す
と
、
問
題
は
少
々
複
雑
に
な
る
。
こ
の
正
誤
へ
の
関
心
は
、「
拾
遺
」
に
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記
さ
れ
た
諸
情
報
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。『
山
水
無
盡
蔵
』
収
録

時
に
か
な
り
の
加
筆
が
あ
っ
た
「
拾
遺
」
の
末
尾
に
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
山
嶽
の
跋
渉
と
し
て
は
、
自
ら

探
エ
キ
ス
プ
ロ
レ
ー
シ
ヨ
ン

険

と
称
す
る
と
も
、
舞
文

誇
張
を
以
て
目
せ
ら
る
ゝ
虞
れ
な
き
を
得
む
か
、
我
は
単
に
鎗
ヶ
嶽
の
表

山
を
片
面
的
に
上
下
し
た
る
の
み
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
、
こ
の
附
近
の
山

嶽
と
谿
谷
と
を
熟
知
す
る
も
の
は
、
余
が
言
に
首
肯
す
べ
き
を
信
ず
。

こ
れ
は
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
発
表
直
前
、「
文
庫
」
に
掲
載
さ
れ
た
予
告
文

（
第
二
二
巻
第
一
号
／
一
九
〇
二
年
一
二
月
一
五
日
）
の
「
本
州
に
あ
り
て
は

是
れ
以
上
の
冒
険
な
き
こ
と
も
、
亦
著
者
の
自
信
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
言
に

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
数
年
後
、
片
上
天
絃
、
水
野
葉
舟
、
吉
江
孤
雁
、
前
田

木
城
に
よ
る
合
評
「
今
の
紀
行
文
家
（
合
評
）」（「
文
章
世
界
」
第
二
巻
第
一

三
号
／
一
九
〇
七
年
一
一
月
一
五
日
）
で
孤
雁
が
批
判
す
る
、
明
治
三
〇
年
代

ま
で
の
「
不
便
を
侵
し
て
行
つ
た
と
い
ふ
事
が
誇
り
と
も
な
つ
て
、
単
に
為
た

事
実
を
書
い
た
」
タ
イ
プ
の
紀
行
文
に
特
徴
的
な
ス
タ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
た
い
の
は
、「
探
険
」
そ
れ
自
体
で
は

な
く
、
書
か
れ
た
「
探
険
」、
つ
ま
り
記
述
内
容
の
検
証
可
能
性
と
そ
の
強
調

に
つ
い
て
で
あ
る
。「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
第
二
章
で
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の

山
々
の
標
高
が
列
挙
さ
れ
る
が
、『
山
水
無
盡
蔵
』
で
は
そ
れ
が
軒
並
み
修
正

さ
れ
る
。
ま
た
、「
拾
遺
」
で
示
さ
れ
た
「
余
」
登
頂
後
の
槍
ヶ
岳
の
登
山
記

録
も
更
新
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
の
改
稿
は
、
美
文
的
紀
行
の
場
合
に

は
ほ
と
ん
ど
必
要
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
は
、
明

治
三
九
年
の
時
点
で
も
未
だ
言
文
一
致
が
と
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
表
現
レ
ベ

ル
で
は
、
明
治
の
一
般
的
な
美
文
的
紀
行
文
の
系
列
に
属
し
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
だ
が
、
紀
行
文
に
お
け
る
現
実
の
参
照
と
い
う
問
題
を
考
え
た

場
合
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
は
同
時
代
の
紀
行
文
の
中
で
も
際
立
っ
た
特
徴
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
稿
に
正
当
性
を
与
え
る
の
は
、
紀
行
文
の
記
述
は

現
実
と
〈
正
確
〉
に
対
応
す
べ
き
だ
と
い
う
前
提
条
件
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
紀
行

文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
根
幹
を
規
定
す
る
重
要
な
約
束
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

烏
水
は
改
稿
に
よ
っ
て
、
そ
の
約
束
事
を
厳
格
に
守
り
通
そ
う
と
し
て
い
た
の

だ
。

　

と
こ
ろ
で
、「
拾
遺
」
に
加
筆
さ
れ
た
記
述
の
中
に
は
、「
こ
の
道
、
近
来
大

に
拓
け
、
山
麓
梓
河
畔
に
涌
け
る
温
泉
の
傍
に
は
、
宿
舎
さ
へ
建
ち
て
、
客
を

容
る
に
至
り
し
と
聞
く
」
と
い
う
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
登
山
口
周
辺

の
景
観
の
変
化
に
言
及
す
る
と
い
う
、
一
種
の
現
実
の
参
照
と
し
て
説
明
で
き

る
。
た
だ
、
こ
の
記
述
は
本
文
中
の
上
高
地
の
描
写
に
は
反
映
さ
れ
ず
、
あ
く

ま
で
も
「
拾
遺
」
と
し
て
付
加
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
現
実
を

参
照
す
る
と
い
う
約
束
事
か
ら
派
生
す
る
、「
案
内
」
と
い
う
紀
行
文
の
も
う

一
つ
の
性
質
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
理
学
士
山
崎
直
方
は
、

明
治
三
九
年
六
月
の
「
文
章
世
界
」
特
集
に
、「
旅
行
記
の
書
き
方
」（
第
一
巻
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第
四
号
／
一
九
〇
六
年
六
月
一
五
日
）
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
同
特
集

に
は
烏
水
も
「
山
岳
地
の
旅
行
」
と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で

山
崎
は
紀
行
文
を
書
く
際
の
注
意
点
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

人
は
よ
く
紀
行
を
書
く
場
合
に
、
誇
大
な
こ
と
を
云
つ
て
見
た
り
、
痩

せ
我
慢
を
書
い
て
見
た
り
し
た
が
る
。（
略
）
後
の
旅
行
家
に
迷
惑
を
蒙

ら
す
こ
と
は
非
常
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
日
に
行
け
る
つ
も
り
の
所
が
、
実

際
一
日
に
行
け
な
か
つ
た
り
す
る
の
で
、
始
め
の
計
画
に
齟
齬
を
来
さ
せ

る
。

山
崎
は
、「
学
術
上
の
探
検
と
か
、
実
業
上
の
取
調
と
か
い
ふ
も
の
」
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
「
普
通
一
般
の
漫
遊
旅
行
」
を
旅
行
記
や
紀
行
文
と
し
て
記
す

場
合
に
、
右
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
趣
味
が

あ
る
」
こ
と
や
「
感
興
」
を
盛
り
込
む
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
紀

行
文
作
者
は
、
現
実
を
参
照
す
る
読
み
を
常
に
想
定
し
、「
案
内
」
と
し
て
そ

れ
に
耐
え
得
る
も
の
を
書
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
山
崎
は
〈
正

確
〉
な
記
述
を
、
紀
行
文
を
書
く
者
の
モ
ラ
ル
で
あ
る
と
説
い
た
の
だ
。
こ
の

点
で
烏
水
は
山
崎
に
近
い
立
場
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、「
鎗
ヶ
嶽

探
険
記
」
で
、
足
袋
な
ど
登
山
の
必
需
品
が
本
文
終
了
後
に
改
め
て
「
拾
遺
」

に
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
モ
ラ
ル
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
モ
ラ
ル
の
み
に
注
目
し
、
紀
行
文
に
お
い
て
は
、
旅
行
「
案

内
」
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
い
。
確
か
に
、〈
正
確
〉
な
記
述
は
、
紀
行
文
を
よ
り
〈
正
確
〉
な

「
案
内
」
と
し
て
機
能
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
あ
る
程
度
は
満
足
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
烏
水
の
場
合
、
記
述
の
〈
正
確
〉
さ
自
体
を
希
求
す

る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
の
場
合
に
は
、

「
後
か
ら
旅
行
す
る
」
読
者
へ
の
登
山
「
案
内
」
が
「
拾
遺
」
に
集
約
さ
れ
、

「
余
」
の
登
山
の
記
で
あ
る
全
十
章
の
本
文
と
は
異
な
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。

「
拾
遺
」
と
い
う
明
確
な
「
案
内
」
と
切
り
分
け
ら
れ
た
全
十
章
の
本
文
は
、

「
余
」
の
「
感
興
」
の
表
現
と
〈
正
確
〉
な
記
述
の
混
淆
が
試
み
ら
れ
た
結
果

で
あ
っ
た
。　

二　
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」

　

明
治
三
〇
年
代
後
半
の
日
本
で
は
、
主
に
植
物
学
を
修
め
た
知
識
人
ら
に
よ

っ
て
、
登
山
の
記
録
が
多
く
残
さ
れ
て
は
い
る④
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
登
山
が

一
般
庶
民
か
ら
広
く
「
趣
味
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
雑

誌
「
博
物
之
友
」
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
少
数
の
知
識
人
た
ち

の
採
集
登
山
記
で
あ
っ
た⑤
。
烏
水
自
身
も
、
槍
ヶ
岳
登
山
の
計
画
が
発
覚
し
た

際
に
は
、「
土
地
の
測
量
、
地
質
の
調
査
、
植
物
の
採
集
な
ん
ど
が
、
そ
の

職
」（
第
一
章
）
で
も
な
い
の
に
危
険
を
冒
す
と
い
う
こ
と
で
、
父
親
に
猛
反

対
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
に
高
山
植
物
や
知
名
度
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〇
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一

の
低
い
山
々
の
名
を
記
し
、
そ
の
記
述
が
少
し
で
も
誤
っ
て
い
れ
ば
最
終
的
に

書
き
改
め
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
る
。
書
斎
に
居
な
が
ら
に
し
て
想

像
上
の
旅
を
経
験
す
る
、
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
と
い
う
文
化
的
行
為⑥

を
考
え
て
み
て
も
そ
れ
ほ
ど
効
果
を
あ
げ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
遅

塚
麗
水
の
『
日
本
名
勝
記
』
上
下
巻
（
上
巻
は
一
八
九
八
年
八
月
一
三
日
、
下

巻
は
同
年
九
月
二
七
日
／
春
陽
堂
）
を
紹
介
し
た
「
山
の
奇
な
る
、
水
の
清
き
、

一
読
の
下
身
自
ら
其
境
に
遊
ぶ
が
如
し⑦
」
と
い
う
文
や
、
烏
水
自
身
の
著
作
で

あ
る
『
不
二
山
』（
一
九
〇
五
年
六
月
一
日
／
如
山
堂
書
店
）
を
評
し
た
「
読

む
人
を
し
て
往
神
縹
渺
と
し
て
雲
に
駕
し
風
に
御
し
て
其
地
に
游
ぶ
が
ご
と
き

想
あ
ら
し
む⑧
」
と
い
う
文
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
の
改
稿

が
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
想
像
力
を
一
層
刺
激
す
る
と
は
考
え
に

く
い
。
一
般
的
に
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、「
山
の
奇
な
る
」「
水
の
清
き
」
と
い

う
、
漠
然
と
し
て
い
る
が
魅
力
的
な
「
山
水
」
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
「
山
水
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
の
た
め
に
は
、
高
山
植
物
の
名
称
等
の
細
か
な

変
更
は
、
瑣
末
な
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
烏
水
自
身
前
出
の
「
山
岳
地
の
旅

行
」
で
、
少
年
時
代
に
近
世
の
旅
行
案
内
記
の
類
を
読
ん
で
、
富
士
山
や
中
仙

道
に
「
行
き
た
く
て
、
行
き
た
く
て
、
堪
ま
ら
な
く
」
な
っ
た
と
回
想
し
て
い

る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
の
こ
だ
わ
り
は
一
体
ど
ん
な
理
念
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
。

こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
が
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
連
載
中
、
同
じ

「
文
庫
」
に
発
表
さ
れ
た
「
紀
行
文
に
就
き
て
」
で
あ
ろ
う
。
同
時
期
に
連
載

中
の
自
身
の
紀
行
文
を
強
く
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
紀
行
文
論
で
は
ま

ず
、
旅
行
を
素
材
に
し
て
文
章
を
書
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
問

題
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
烏
水
独
特
の
紀
行
文
論
は
展
開
さ

れ
る
。「
紀
行
文
に
就
き
て
」
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
写
生
」
と
い
う

語
が
多
用
さ
れ
、
こ
れ
を
理
想
的
な
紀
行
文
を
書
く
た
め
の
重
要
な
方
法
で
あ

る
と
し
て
い
る
。「
写
生
」
の
利
点
に
つ
い
て
は
、

写
生
そ
の
も
の
は
模
写
で
あ
る
か
ら
、
い
か
に
拙
く
と
も
、
忌い

や
味み

も
、

気
障
も
衒
気
も
な
く
、
唯
だ
幼
稚
と
い
は
れ
る
ぐ
ら
ゐ
に
過
ぎ
ね
ば

（
略
）
誰
に
も
出
来
る
と
お
も
ふ
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。「
模
写
」
と
い
う
語
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
理
解
の
度
合
い
は
別
と
し
て
、
絵
画
に
お
け
る
「
写
生
」
を
モ
デ
ル
と
し

て
設
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
屋
外
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
や
水
彩

画
を
得
意
と
し
て
い
た
同
時
代
画
家
た
ち
の
「
写
生
」
が
想
起
さ
れ
る⑨
。
ま
た
、

「
写
生
」
を
用
い
た
文
章
、
つ
ま
り
「
写
生
文
」
に
つ
い
て
は
、「
写
真
」
と
の

比
較
か
ら
、

繁
を
欲
す
れ
ば
繁
、
簡
を
欲
す
れ
ば
簡
、
九
を
略
し
て
一
を
存
す
る
も
可
、

特
点
を
挙
げ
て
通
有
点
を
没
却
す
る
も
亦
可

と
い
う
理
解
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
、「
写
生
」
に
は
「
固
よ
り
多
少

の
取
捨
選
択
を
要
す⑩
」
と
し
た
正
岡
子
規
や
、
子
規
没
後
に
分
化
し
て
い
っ
た
、
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「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
た
ち
の
「
写
生
」
論
と
の
同
時
代
的
な
共
通
見
解
を
も

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う⑪
。
こ
の
よ
う
に
烏
水
は
い
と
も
簡
単
に
「
写

生
」
の
定
義
を
行
う
の
だ
が
、
続
い
て
何
を
「
写
生
」
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
さ
れ
る
。
烏
水
は
、
紀
行
文
を
書
く
者
が
と
る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

旅
行
と
い
へ
ば
、
既
に
何
の
山
、
何
の
川
と
、
特
指
せ
ら
れ
た
土
地
の
上

に
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

（
略
）
地
質
か
ら
い
へ
ば
火
山
岩
も
あ
ら
う
、
花
崗
岩
も
あ
ら
う
、
石
灰

岩
も
あ
ら
う
、（
略
）
そ
の
真
を
摸
さ
な
け
れ
ば
活
き
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る

右
の
引
用
部
分
は
「
紀
行
文
に
就
き
て
」
で
最
も
特
徴
的
な
箇
所
で
あ
る
。

「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
は
、
後
に
田
山
花
袋
な
ど
自
然
主
義
陣
営
の
論
客

が
好
ん
で
用
い
る
こ
と
に
な
る
、「
地
方
色
」「
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ
ー
」
と
い
う

概
念⑫
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
花
袋
は
「
ロ
オ
カ
ル
を
だ
す
と
い

ふ
こ
と
は
人
物
と
社
会
と
を
描
く
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、「
ロ
ー
カ
ル
、
カ

ラ
ー
」
を
小
説
の
登
場
人
物
と
社
会
の
描
写
に
関
係
付
け
て
い
る⑬
。
烏
水
の
い

う
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
は
、
花
袋
的
な
「
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ
ー
」
と
は

少
し
異
な
り
、
風
俗
・
習
慣
・
方
言
等
に
加
え
て
、
火
山
岩
や
花
崗
岩
、
洪
積

層
と
い
っ
た
、
地
質
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
が
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
に
つ
い
て
の
こ
う
い
っ
た
考
え
方
は
、『
山
水
無
盡

蔵
』
刊
行
の
翌
年
、「
文
庫
」
に
発
表
さ
れ
た
「
紀
行
文
論
」（
第
三
五
巻
第
二

号
／
一
九
〇
七
年
九
月
一
五
日
）
で
も
引
き
続
き
押
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

片
麻
岩
と
い
つ
て
直
ぐ
頷
れ
ぬ
う
ち
は
、
自
分
の
立
場
は
、
大
に
困
難
で

あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
し
て
、
片
麻
岩
は
、
珍
奇
稀
有
な
石
で

あ
る
と
か
い
ふ
な
ら
格
別
、
天
竜
川
沿
岸
か
ら
、
木
曾
地
方
に
か
け
て
、

本
州
中
央
の
豪
宕
な
る
風
景
は
、
大
部
分
こ
の
石
で
作
ら
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る

風
景
の
「
豪
宕
」
さ
を
「
片
麻
岩
」
と
関
係
づ
け
て
語
る
こ
と
が
、「
本
州
中

央
」
と
い
う
「
土
地
特
有
の
景
象
」
を
描
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
、

烏
水
の
主
張
で
あ
る
。
彼
は
、
漠
然
と
し
た
「
山
水
」
イ
メ
ー
ジ
の
解
体
を
読

者
に
要
請
し
て
い
る
。
同
時
に
「
豪
宕
」
と
い
っ
た
風
景
の
表
現
を
、「
片
麻

岩
」
と
そ
の
性
質
を
語
り
解
析
す
る
こ
と
こ
そ
紀
行
文
の
風
景
描
写
で
あ
る
と

い
う
、
彼
の
考
え
も
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
三
ヶ
月
後
に
発
表
さ
れ
た
「
紀
行

文
小
論
」（「
文
章
世
界
」
第
二
巻
第
一
四
号
／
一
九
〇
七
年
一
二
月
一
五
日
）

で
も
、科

学
上
の
智
識
を
疎
か
に
し
て
、
物
を
比
較
的
に
正
視
す
る
こ
と
は
、
格

別
に
眼
の
鋭
敏
な
人
を
除
い
て
望
ま
れ
得
る
こ
と
で
無
い
や
う
に
思
は
れ

る
、（
略
）
今
ま
で
の
や
う
な
、
空
疎
な
自
然
の
観
察
で
誰
が
満
足
し
て

ゐ
ら
れ
や
う
。

と
い
う
見
解
が
引
き
続
き
示
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
ま
で
き
て
気
が
つ
く
の
は
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
で
は
「
拾
遺
」
等
で

「
案
内
」
へ
の
配
慮
が
示
さ
れ
る
一
方
で
、「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
の
再
現

に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
案
内
」
や
現
実
参
照
を
超
え
た
記
述
が
志
向
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
紀
行
文
に
就
き
て
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
地

理
や
地
質
、
植
物
等
に
関
す
る
知
識
が
、
紀
行
文
作
成
の
た
め
に
は
不
可
欠
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
紀
行
文
の
「
案
内
」
と
し
て
の
信
頼
性
を
高

め
る
た
め
に
構
築
さ
れ
た
論
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
各
所
の
記
述

が
〈
正
確
〉
で
あ
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
同
時
代
の
自
然
諸
科
学
の
知
識
に
照

ら
し
て
〈
正
確
〉
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
方
法
の
提
示
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
〈
正
確
〉
さ
へ
の
執
着
は
、
同
時
代
の
遅
塚
麗
水
や
大
町
桂

月
と
い
っ
た
美
文
寄
り
の
紀
行
文
家
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
や
、
後
の
花
袋
ら
の

「
地
方
色
」
概
念
と
比
べ
て
、
あ
る
意
味
で
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
だ
と
い
え
よ
う
。

烏
水
の
唱
え
る
「
写
生
」
と
は
、
地
質
な
ど
を
も
含
め
た
様
々
な
要
素
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
を
、
科
学
的
知
識
と
矛
盾
し
な
い

と
い
う
意
味
で
、〈
正
確
〉
に
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
行
為
だ
と
言
い
換
え

ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
指

教
を
与
へ
ら
れ
む
こ
と
を
諸
君
に
乞
ふ
」
と
い
う
読
者
へ
の
呼
び
か
け
も
、

「
キ
バ
ナ
ス
ミ
レ
」
を
「
キ
バ
ナ
ノ
コ
マ
ノ
ツ
メ
」
と
書
き
換
え
る
高
山
植
物

へ
の
こ
だ
わ
り
も
、「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
を
現
実
＝
知
識
と
比
較
し
て

〈
正
確
〉
に
再
現
す
る
た
め
の
試
み
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

三　

知
識
と
紀
行
文
「
作
法
」

　

科
学
的
知
識
に
基
づ
き
〈
正
確
〉
に
改
稿
さ
れ
た
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
を
収

録
し
た
『
山
水
無
盡
蔵
』
は
、
発
行
当
時
に
お
い
て
は
、
従
来
の
紀
行
文
集
に

対
す
る
場
合
と
同
じ
基
準
に
沿
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
そ
れ
ま
で
の
紀
行
文
集
に
対
す
る
評
価
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、「
其
詩

趣
に
加
ふ
る
に
科
学
的
分
子
を
以
て
せ
る⑭
」、「
信
州
の
山
岳
、
及
び
「
飛
騨
縦

断
記
」
中
飛
州
の
諸
川
を
研
究
紹
介
せ
り⑮
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
少
な
い
な

が
ら
も
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。
紀
行
文
が
評
価
さ

れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
科
学
的
」
で
あ
る
こ
と
と
、「
研
究
」
的
で
あ
る
こ

と
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
の
再
現
は
、
同
時
代
の
紀
行
文

「
作
法
」
の
類
で
も
、「
作
法
」
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
明
治
四
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
西
村
酔
夢
『〈
通
俗
作
文
全
書
第
六

編
〉
紀
行
文
作
法
』（
一
九
〇
七
年
二
月
二
八
日
／
博
文
館
）
で
は
、
天
文
学

や
地
文
学
の
知
識
に
基
づ
く
記
述
を
「
科
学
的
叙
述
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
を

「
普
通
の
記
述
よ
り
も
却
つ
て
趣
味
深
く
、
理
解
を
確
実
に
し
、
印
象
を
明
瞭

に
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
地
勢
を
叙
す
る
に
当
り
て
岩

石
の
種
類
、
土
地
の
性
質
、
山
河
の
特
性
に
関
す
る
科
学
上
の
意
見
を
表
現
す

る
が
如
き
」
紀
行
文
を
、「
進
歩
し
た
る
形
式
の
紀
行
文
と
し
て
、
将
来
に
歓
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迎
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
い
る⑯
。
烏
水
と
酔
夢
に
共
通
す
る
の
は
や
は

り
、
紀
行
文
に
は
自
然
科
学
の
知
識
が
積
極
的
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る

見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
基
づ
け
ば
、
紀
行
文
で
は
「
見
た
ま
ま
」

の
「
写
生
」
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、「
見
た
ま
ま
」
に
ど
れ
だ
け
科
学
的
裏
づ

け
が
与
え
ら
れ
る
か
が
重
要
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。「
科
学
的
」
あ
る
い

は
「
研
究
」
的
と
い
う
表
現
を
用
い
た
一
部
の
『
山
水
無
盡
蔵
』
評
も
、
こ
の

よ
う
な
新
し
い
「
作
法
」
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、「
科

学
上
の
智
識
」
を
強
調
す
る
烏
水
の
姿
勢
に
対
し
て
は
、「
衒
学
的
」
傾
向
を

難
ず
る
「
今
の
紀
行
文
家
（
合
評
）」
に
お
け
る
前
田
木
城
の
批
判
も
あ
っ
た
。

木
城
は
ま
た
、
風
景
描
写
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
自
論
を
展
開
す
る
と
い
っ
た
、

「
紀
行
文
で
論
じ
る
」
姿
勢
を
も
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
明

治
四
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
紀
行
文
集
『
雲
表
』（
一
九
〇
七
年
七
月
一
五
日
／

左
久
良
書
房
）
を
直
接
の
対
象
と
し
て
い
る
。
だ
が
、「
紀
行
文
で
論
じ
る
」

こ
と
へ
の
批
判
な
ど
は
、
結
果
的
に
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
第
二
章
（「
地
理
上

よ
り
見
た
る
鎗
ヶ
嶽
」
を
論
じ
る
）
な
ど
も
射
程
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
文
学
作
品
の
風
景
描
写
に
「
科
学
的
」
知
識
を
盛
り
込
む
試
み

自
体
は
、
ひ
と
り
烏
水
の
み
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
志
賀

重
昻
の
『
日
本
風
景
論
』（
一
八
九
四
年
一
〇
月
二
四
日
／
政
教
社
）
で
提
唱

さ
れ
て
以
来
、
風
景
の
様
相
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
の
水
蒸
気
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
。
美
文
の
大
家
大
町
桂
月
も
、
描
写
対
象
で
あ
る
風
景
を
、
水
蒸
気

を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
観
察
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
名
も
「
紀
行
文
作

法
」（「
成
功
」
第
一
〇
巻
第
四
号
／
一
九
〇
六
年
一
二
月
一
日
）
と
い
う
文
章

の
中
で
説
い
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
絵
画
論
に
触
発
さ
れ
た
島
崎
藤

村
の
雲
の
描
写⑰
も
、
一
連
の
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
田

山
花
袋
も
、
小
説
に
お
け
る
「
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ
ー
」
を
論
じ
る
際
に
、「
地

理
学
上
か
ら
」
み
た
人
間
の
「
発
達
習
慣
気
分
」
の
違
い
を
指
摘
し⑱
、
小
説
の

描
写
に
人
文
地
理
学
の
知
識
を
盛
り
込
む
こ
と
を
試
み
て
い
る⑲
。
し
か
し
烏
水

の
言
う
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
は
、
彼
の
紀
行
文
論
に
注
目
す
る
な
ら
ば

よ
り
直
接
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
紀
行
文
論
」
に

お
い
て
、

一
般
智
識
の
程
度
か
ら
言
つ
て
、
自
分
の
描
い
た
も
の
が
、
科
学
的
と
見

ら
れ
る
ほ
ど
の
、
現
代
の
没
智
識
を
、
自
分
は
、
率
直
に
痛
切
に
哀
し
む

の
で
あ
る
。

と
主
張
す
る
よ
う
に
、
紀
行
文
の
読
者
と
作
者
の
「
科
学
上
の
智
識
」
が
共
有

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
烏
水
の
企
図
し
た
新
し
き
紀
行

文
「
作
法
」
は
、
新
し
き
紀
行
文
読
書
「
作
法
」
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

紀
行
文
を
読
む
者
に
と
っ
て
も
書
く
者
に
と
っ
て
も
、「
科
学
上
の
智
識
」
は

教
え
ら
れ
る
「
作
法
」
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
れ
で
は
、
一
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
紀
行
文
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
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ど
の
よ
う
に
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。「
科
学
上
の
智
識
」
を
盛
り

込
ん
で
記
述
さ
れ
た
紀
行
文
に
関
し
て
烏
水
は
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
文
学
の

一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
明
治
四
〇

年
刊
行
の
『
雲
表
』
に
対
し
て
は
、「
文
庫
」
誌
上
で
「
科
学
的
要
素
を
加
味

し
て
、
所
謂
応
用
文
学
の
実
を
挙
げ
ん
と
す
る⑳
」
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
烏
水
自
身
は
「
紀
行
文
論
」
で
、「
応
用
文
学
の
実
を
挙
げ
や

う
な
ど
と
は
、
少
し
も
思
つ
て
居
ら
ぬ
」「
元
来
科
学
と
文
学
の
調
和
な
ど
い

ふ
こ
と
は
、
創
作
の
上
に
、
行
は
れ
得
べ
き
も
の
で
な
い
」
と
い
う
弁
明
を
し

て
い
る
。
風
景
描
写
は
、
自
然
科
学
の
知
識
に
照
ら
し
て
〈
正
確
〉
で
あ
る
必

要
が
あ
り
、「
科
学
的
要
素
」
は
描
写
の
前
提
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
、
烏

水
の
考
え
方
（
少
な
く
と
も
、「
紀
行
文
に
就
き
て
」
や
「
紀
行
文
論
」
等
で

は
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
問
題
は
紀
行
文
に
お
け
る
描
写
に
と
ど
ま
ら
ず
、

隣
接
す
る
と
さ
れ
る
他
の
ジ
ャ
ン
ル
、
特
に
小
説
と
の
対
比
に
発
展
し
て
い
る
。

次
に
引
用
す
る
の
も
、「
紀
行
文
論
」
の
一
部
分
で
あ
る
。

自
分
が
人
間
を
描
か
な
い
と
い
ふ
理
由
は
、
殊
に
人
間
と
い
ふ
、
微
妙
な

る
自
然
物
体
を
心
理
的
に
活
動
さ
せ
る
も
の
に
、
戯
曲
や
小
説
と
い
ふ
適

当
し
た
る
形
式
が
あ
る
以
上
、
紀
行
と
い
ふ
補
助
形
式
を
借
る
必
要
は
さ

ま
で
多
く
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る

右
の
文
章
か
ら
は
、
烏
水
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
紀
行
文
が
成
立
す
る
根
拠
を
、

小
説
と
の
対
比
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
紀

行
文
と
小
説
と
の
比
較
は
、
描
写
の
対
象
に
関
す
る
、〔
人
事
＝
小
説
／
自
然

＝
紀
行
文
〕
と
い
う
極
め
て
単
純
な
対
立
を
設
定
し
、
そ
の
対
立
を
前
提
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
図
式
的
な
ジ
ャ
ン
ル
規
定
は
、
極
め
て
曖
昧
か
つ
不

徹
底
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
同
時
代
の
「
作
法
」
書
や
「
文

範
」
類
で
は
、
紀
行
文
が
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
（
例
え
ば
「
写
生
文
」
等
）
の
下
位

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い㉑
。
烏
水
の
ジ
ャ
ン
ル
定
位
の

試
み
は
文
壇
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
の
だ㉒
。

四　

槍
ヶ
岳
の
博
物
誌
と
紀
行
文

　
『
山
水
無
盡
蔵
』
刊
行
の
二
ヶ
月
余
り
後
、
槍
ヶ
岳
に
関
す
る
興
味
深
い
書

物
が
出
さ
れ
て
い
る
。
長
野
県
松
本
市
で
出
版
さ
れ
た
そ
の
書
物
の
名
は
『
槍

が
嶽
乃
美
観
』（
一
九
〇
六
年
九
月
二
八
日
／
高
美
書
店
）
で
、
著
者
は
丸
山

文
台
、
高
島
畔
園
、
野
本
紫
竹
の
三
名
で
あ
る
。
内
容
は
、
彼
ら
が
明
治
三
七

年
に
行
っ
た
槍
ヶ
岳
登
山
の
様
子
を
文
章
化
し
た
「
登
山
日
記
」
が
中
心
で
、

全
六
編
及
び
「
附
録
」
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
槍
ヶ
岳
周
辺

の
総
合
案
内
書
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
こ
の
書
物
に
注
目
す
る

の
は
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
で
烏
水
が
一
篇
の
紀
行
文
と
い
う
形
で
試
み
た
、

槍
ヶ
岳
周
辺
「
特
有
の
景
象
」
の
再
現
が
、
複
数
の
項
目
に
分
け
る
と
い
う
形

で
な
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る㉓
。『
槍
が
嶽
乃
美
観
』
と
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」

お
よ
び
烏
水
の
紀
行
文
論
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
紀
行
文
に
常
に
つ
き
ま
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と
っ
て
い
た
、「
案
内
」
と
ジ
ャ
ン
ル
定
位
の
問
題
が
再
浮
上
し
て
く
る
。

　
『
槍
が
嶽
乃
美
観
』
の
「
緒
論
」
を
見
る
と
、
著
者
た
ち
の
狙
い
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ひ
と
つ
は
、「
余
等
の
不
文
禿
筆
、
到

底
神
容
霊
姿
の
、
万
一
を
写
す
能
は
ざ
る
を
憾
む
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
よ
う

に
、
槍
ヶ
岳
の
「
美
観
」
を
「
写
」
し
、
読
者
に
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
ト
ラ
ベ

ル
の
楽
し
み
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
片
々
た
る

此
小
冊
子
、
霊
山
探
険
の
一
伴
侶
た
る
を
得
ば
、
編
者
の
本
懐
何
も
の
か
之
に

過
ぎ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
実
際
に
槍
ヶ
岳
登
山
を
企
て
る
読
者

の
た
め
の
案
内
書
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
同
書
の
重
要
な

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
第
一
編
「
登
山
の
必
要
を
論
ず
」
で
は
、
読
者
に
対
し

て
登
山
の
有
益
な
点
が
熱
烈
に
説
か
れ
る
。
最
も
分
量
の
多
い
第
二
編
「
登
山

日
記
」
は
、「
槍
ヶ
岳
紀
行
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
紀
行
文
で
あ
る
。
山
中

で
出
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
と
の
や
り
と
り
や
、
下
山
途
中
に
牛
の
群
れ
に
遭
遇

し
た
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
る
。
比
較
的
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
連
続
す
る

点
で
は
、
饗
庭
篁
村
の
「
木
曾
道
中
記
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
／
一
八
九
〇
年

五
月
三
日
〜
同
年
七
月
三
日
）
や
幸
田
露
伴
の
『
枕
頭
山
水
』（
一
八
九
三
年

九
月
一
八
日
／
博
文
館
）
に
収
め
ら
れ
た
「
ま
き
筆
日
記
」
あ
た
り
の
、
明
治

期
に
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
紀
行
文
を
想
起
さ
せ
る
。
第
三
編
か
ら
第
六
編
が

槍
ヶ
岳
周
辺
の
動
植
物
や
岩
石
の
紹
介
、
当
時
登
山
者
に
注
目
さ
れ
始
め
て
い

た
上
高
地
の
概
説
、
槍
ヶ
岳
開
山
者
播
隆
の
略
歴
紹
介
で
、
最
後
に
登
山
の
必

需
品
の
紹
介
な
ど
が
「
附
録
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
四
編

「
槍
が
嶽
の
岩
石
」
で
は
、

　
　

一
、
花
崗
岩
又
御
影
石

　
　
　

い
、
区
域
。
頗
る
広
大
な
る
地
域
を
占
領
す
。

　
　
　

ろ
、
主
成
分
。
石
英
、
正
長
石
、
雲
母
。

　
　
　

は
、
副
成
分
。
角
閃
石
或
は
輝
石
少
量
の
斜
長
石
。

と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
植
物
・
岩
石
採
集
愛
好
家
の
た
め
の
情

報
を
、
あ
る
土
地
を
複
数
の
項
目
に
分
け
て
記
述
す
る
、
同
時
代
の
旅
行
案
内

書
の
形
式
を
用
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
記
述
は
、
槍
ヶ

岳
の
博
物
誌
と
も
い
え
る
。
こ
の
書
物
に
つ
い
て
烏
水
は
、
自
身
も
創
設
に
関

わ
っ
た
山
岳
会
の
機
関
誌
「
山
岳
」
の
「
新
刊
批
評
」
欄
に
、『
槍
ヶマ
マ

嶽
のマ
マ

美

観
』
評
と
い
う
形
で
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
（
第
二
年
第
一
号
／
一
九
〇
七

年
三
月
五
日
）。
そ
こ
で
彼
は
、
著
者
ら
が
「
一
山
嶽
の
た
め
に
、
是
れ
ほ
ど

の
書
を
作
り
た
る
熱
心
」
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
引
用
し
た
文
章
等
の

「
出
所
を
、
一
々
明
記
し
て
」
い
な
い
点
、「
文
章
の
蕪
雑
冗
漫
な
る
」
点
を
指

摘
す
る
。
そ
し
て
、「
本
書
に
取
る
と
こ
ろ
、
先
づ
是
に
在
り
」
と
し
た
の
が
、

第
三
編
「
槍
が
嶽
の
生
物
」
と
第
四
編
「
槍
が
嶽
の
岩
石
」
で
あ
っ
た
。
烏
水

の
書
評
は
、
槍
ヶ
岳
の
案
内
書
に
し
て
、
博
物
誌
的
記
述
の
施
さ
れ
た
書
物
に

対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
が
示
し
た
『
槍
が
嶽
乃
美
観
』

の
著
者
ら
へ
の
要
求
は
、
自
身
が
同
時
代
の
紀
行
文
に
対
し
て
期
待
し
た
も
の
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と
、
あ
る
部
分
で
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
知
識
に
基
づ
く
「
そ
の
土
地
特
有
の

景
象
」
の
〈
正
確
〉
な
記
述
で
あ
る
。
再
び
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
に
戻
っ
て
考

え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
や
は
り
植
物
、
岩
石
等
に
関
す
る
記
述
に
よ
る
「
そ
の
土

地
特
有
の
景
象
」
再
現
の
試
み
が
あ
り
、
一
篇
の
紀
行
文
の
本
文
中
で
、
そ
れ

は
表
現
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。『
槍
が
嶽
乃
美
観
』
で
は
「
登
山
日
記
」
を

含
め
た
各
編
で
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
の
紹
介
が
多
角
的
に
な
さ
れ
、
烏

水
の
紀
行
文
と
は
袂
を
分
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

槍
ヶ
岳
登
頂
を
果
た
し
た
明
治
三
五
年
、
烏
水
は
「
文
庫
」
に
「
登
山
案
内

を
募
る
文
」（
第
二
〇
巻
第
五
号
／
一
九
〇
二
年
七
月
一
五
日
）
と
い
う
文
章

を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
山
に
対
す
る
趣
味
嗜
好
を
啓
発
し
、
又
之
に

由
り
て
渉
水
の
た
め
に
舟
筏
と
な
り
躋
山
の
た
め
に
駕
輿
と
な
る
」
と
い
う
目

的
が
あ
っ
た
が
、「
登
山
案
内
」
と
彼
の
目
指
す
「
文
芸
の
土
台
に
立
脚
し
て
、

判
断
し
て
欲
し
い
」（「
紀
行
文
論
」）
紀
行
文
と
が
、
ど
の
程
度
接
近
し
た
も

の
で
あ
る
か
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
募
集
す
る
「
登
山
案
内
」
で
示
す
べ
き

項
目
の
一
つ
「
登
山
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
条
件
与
え
ら
れ
て
い
る
。

一　

登
山　

宿
舎
の
名
、
登
山
の
準
備
、
導
者
の
有
無
、
傭
銭
、
山
麓
山

腹
の
光
景
、
動
物
、
植
物
、
渓
流
、
絶
壁
、
幽
谷
、
瀑
布
、

洞
穴
、
気
候
、
天
象
等
、
成
る
べ
く
詳
悉
を
要
す
。

右
は
あ
く
ま
で
「
登
山
案
内
」
の
一
項
目
だ
が
、
登
山
の
対
象
を
槍
ヶ
岳
と
し
、

い
く
つ
か
の
項
目
を
立
て
て
ま
と
め
あ
げ
れ
ば
、『
槍
が
嶽
乃
美
観
』
と
ほ
ぼ

同
じ
書
物
が
完
成
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
一
篇
の
紀
行
文
と
い
う
形
式
で

「
余
」
の
旅
行
・
登
山
を
描
く
こ
と
で
条
件
を
満
た
す
な
な
ら
ば
、「
鎗
ヶ
嶽
探

険
記
」
に
類
す
る
紀
行
文
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
第
九
章
で

は
、
鎗
ヶ
岳
山
頂
に
立
っ
た
場
面
の
記
述
に
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

　

お
も
へ
ら
く
、
自
然
は
地
に
在
り
て
絶
大
至
高
な
る
記
念
碑
を
建
て
ぬ
、

美
な
る
か
な
蜻
蛉
洲
、
そ
の
崇サ
ブ
リ
ミ
チ
イ

高
美
は
一
に
萃
め
て
こ
ゝ
な
る
中
央
大
山

系
に
存
ず

「
崇
高
美
」
を
日
本
ア
ル
プ
ス
に
見
出
す
の
は
、
登
山
を
す
る
「
余
」
で
あ
る
。

烏
水
の
紀
行
文
で
は
、「
余
（
余
等
）」
の
旅
行
・
登
山
を
描
く
と
い
う
前
提
を

示
す
と
い
う
こ
と
が
、
紀
行
文
と
そ
う
で
な
い
文
章
と
を
切
り
分
け
る
作
業
と

な
っ
て
い
る
。「
紀
行
文
論
」
で
烏
水
が
持
ち
出
し
て
き
た
「
文
芸
の
土
台
」

と
い
う
基
準
も
、「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
と
『
槍
が
嶽
乃
美
観
』
と
を
切
り
分
け

る
「
余
」
と
い
う
前
提
に
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
紀
行
文
に
お
け
る
「
余
」

と
は
、
換
言
す
れ
ば
、「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
を
描
く
文
章
を
文
学
の
場

で
の
賭
金
と
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
規
定
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
し
、
小
説
と
い
う
強

力
な
隣
接
ジ
ャ
ン
ル
と
の
切
り
分
け
を
行
う
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
持
ち
出
さ
れ
た
の
が
、〔
人
事
＝
小
説
／
自
然

＝
紀
行
文
〕
と
い
う
極
め
て
単
純
な
対
立
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
図
式
は
到

底
小
説
作
家
と
読
者
に
対
し
て
説
得
力
を
も
つ
こ
と
も
、
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
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ル
の
在
り
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
烏
水
が
「
文
芸

の
土
台
に
立
脚
し
て
」
行
お
う
と
し
た
紀
行
文
刷
新
の
試
み
は
、
紀
行
文
と
い

う
曖
昧
な
ジ
ャ
ン
ル
が
、
案
内
書
や
地
誌
と
い
う
「
文
芸
の
土
台
に
立
脚
し

て
」
い
な
い
テ
ク
ス
ト
群
と
い
か
な
る
距
離
を
保
っ
て
い
る
の
か
を
、
彼
自
身

が
測
定
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

紀
行
文
家
で
あ
っ
た
小
島
烏
水
は
、
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
の
魅
力

を
十
分
に
知
っ
て
い
た
作
家
の
一
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
紀
行
文
に
就
き
て
」 

に
お
い
て
、「
写
生
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
提
案
さ
れ
た
の
は
、
漠
然
と

「
山
水
に
遊
ぶ
」
よ
う
な
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
。「
紀

行
文
に
就
き
て
」
で
は
、「
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
」
を
離
れ
て
書
か
れ
た
土
地
を

旅
行
す
る
読
者
と
、「
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
」
に
留
ま
り
な
が
ら
も
「
科
学
上
の

智
識
」
に
基
づ
く
〈
正
確
〉
な
記
述
を
求
め
る
読
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
問
題

に
さ
れ
る
。
烏
水
及
び
彼
の
読
者
は
、
紀
行
文
で
書
か
れ
た
内
容
の
〈
真
偽
〉

を
問
い
、
記
述
内
容
が
〈
真
〉
で
あ
る
紀
行
文
、
つ
ま
り
「
そ
の
土
地
特
有
の

景
象
」
を
可
能
な
限
り
表
現
し
た
紀
行
文
を
期
待
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

紀
行
文
論
が
、
小
説
と
拮
抗
し
、
同
時
代
の
美
文
的
紀
行
文
を
マ
イ
ナ
ー
な
存

在
に
し
て
し
ま
う
程
の
強
度
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
だ
が
、
紀
行

文
の
記
述
を
〈
真
偽
〉
と
い
う
基
準
に
沿
っ
て
評
価
す
る
試
み
は
、
記
述
内
容

が
〈
偽
〉
で
あ
る
紀
行
文
を
括
り
出
す
と
い
う
画
定
作
業
を
必
然
的
に
伴
っ
て

い
た
。
ま
た
、
烏
水
が
提
唱
し
た
新
し
い
紀
行
文
の
在
り
方
は
、『
槍
が
嶽
乃

美
観
』
等
の
「
案
内
」
の
記
述
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
紀

行
文
が
「
文
芸
の
土
台
に
立
脚
」
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
土
台
か
ら
評
価
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
の
場
合
、
皮
肉
な
こ
と
に
紀
行
文
は
、〈
正
確
〉 

な
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
の
記
述
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
旅
を
す
る

「
余
」
の
感
興
が
取
捨
選
択
の
結
果
適
宜
「
取
」
ら
れ
る
こ
と
で
、
か
ろ
う
じ

て
「
文
芸
の
土
台
」
を
確
保
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」

発
表
後
、
烏
水
は
自
ら
の
紀
行
文
論
に
基
づ
く
紀
行
文
の
執
筆
に
挑
戦
し
て
い

く
。
そ
し
て
、『
山
水
無
盡
蔵
』
を
刊
行
し
た
明
治
三
九
年
以
降
、
挑
戦
の
場

は
、「
文
芸
の
土
台
に
立
脚
」
し
た
雑
誌
で
、
長
く
自
身
が
編
集
の
中
心
で
あ

っ
た
「
文
庫
」
か
ら
、
山
岳
会
機
関
誌
「
山
岳
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ

の
結
果
、
彼
の
紀
行
文
刷
新
の
試
み
は
、
山
岳
紀
行
文
と
い
う
奇
妙
な
紀
行
文

の
一
形
態
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る㉔
の
だ
が
、
そ
の
発
端
に
は
、
紀
行

文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
位
置
付
け
と
刷
新
を
試
み
る
静
か
な
動
き
が
連
続
し
て

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注①　

後
に
美
文
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
を
行
う
小
島
烏
水
も
、
明
治
三
〇
年
代
前
半

ま
で
は
、
美
文
的
紀
行
文
の
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
紀
行
文
集
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『
銀
河
』（
一
九
〇
一
年
八
月
一
八
日
／
内
外
出
版
協
会
）
に
対
し
て
は
、「
大
阪
毎

日
新
聞
」
の
「
新
刊
紹
介
」（
一
九
〇
一
年
八
月
二
二
日
）
に
お
い
て
、「
典
雅
穏
健

に
し
て
優
に
一
家
を
成
す
」「
清
新
の
文
字
蓋
し
院
旅
枕
頭
の
好
伴
侶
な
る
べ
し
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

②　
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
に
先
立
つ
烏
水
の
紀
行
文
に
は
、「
浅
間
山
の
煙
」（「
文
庫
」

第
一
三
巻
第
六
号
／
一
九
〇
〇
年
一
月
一
五
日
）
や
、「
蛇
足
紀
行
」（「
文
庫
」
第

一
九
巻
第
五
号
／
一
九
〇
二
年
二
月
一
日
、
同
第
一
九
巻
第
六
号
／
一
九
〇
二
年
二

月
一
五
日
、
同
第
二
〇
巻
第
二
号
／
一
九
〇
二
年
四
月
一
五
日
）
な
ど
が
あ
る
。

③　

近
藤
信
行
『
小
島
烏
水―
山
の
風
流
使
者
伝
』（
一
九
七
八
年
一
月
三
〇
日
／

創
文
社
）

④　

烏
水
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
山
岳
会
も
、
初
期
に
は
日
本
博
物
学
同
志
会
の
会
員

が
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
日
本
博
物
学
同
志
会
は
、
東
京
府
立
一
中
の
動
植
物
研
究

グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
し
て
明
治
三
三
年
に
発
足
し
た
。
山
岳
会
設
立
に
尽
力
し
た
武

田
久
吉
な
ど
も
、
日
本
博
物
学
同
志
会
初
期
か
ら
の
会
員
で
、
植
物
採
集
登
山
記
を

「
博
物
之
友
」
に
寄
稿
し
て
い
る
。

⑤　

こ
の
あ
た
り
の
明
治
三
〇
年
代
の
登
山
の
様
子
は
、
安
川
茂
雄
『
近
代
日
本
登
山

史
』（
一
九
六
九
年
六
月
三
〇
日
／
あ
か
ね
書
房
）
な
ど
に
詳
し
い
。

⑥　

ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
の
想
像
力
を
問
題
化
し
た
研
究
に
は
、
藤
森
清

「
明
治
三
五
年
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
想
像
力
」（
小
森
陽
一
・
紅
野
謙
介
・
高
橋
修
編

『
メ
デ
ィ
ア
・
表
象
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー―

明
治
三
十
年
代
の
文
化
研
究
』
所
収
／

一
九
九
七
年
五
月
三
〇
日
／
小
沢
書
店
）、
五
井
信
「
書
を
持
て
、
旅
に
出
よ
う

―

明
治
三
〇
年
代
の
旅
と
〈
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〉〈
紀
行
文
〉―

」（「
日
本
近
代

文
学
」
第
六
三
集
／
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
五
日
）
な
ど
が
あ
る
。

⑦　

春
陽
堂
広
告
（「
新
小
説
」
第
一
一
年
第
八
号
／
一
九
〇
六
年
八
月
一
日
）

⑧　
「
新
刊
紹
介
」（「
都
新
聞
」
／
一
九
〇
五
年
七
月
一
五
日
）

⑨　

例
え
ば
明
治
三
八
年
刊
行
の
『
不
二
山
』（
本
文
前
出
）
に
は
三
宅
克
己
と
中
沢

弘
光
、『
山
水
無
盡
蔵
』
に
は
丸
山
晩
霞
の
水
彩
画
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

⑩　

正
岡
子
規
「
叙
事
文
」（「
日
本
」
附
録
週
報
／
一
九
〇
〇
年
一
月
二
九
日
、
同
年

二
月
五
日
、
同
年
三
月
一
二
日
）

⑪　

中
島
国
彦
は
「
明
治
期
紀
行
文
の
文
学
表
現―

小
島
烏
水
の
昇
仙
峡
紀
行
を
中

心
に―

」（「
資
料
と
研
究
」
第
一
輯
／
一
九
九
六
年
三
月
一
五
日
）
で
、
烏
水
の

「
写
生
」
論
に
子
規
の
影
響
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

⑫　

文
芸
批
評
に
お
け
る
「
地
方
色
」「
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ
ー
」
と
い
う
用
語
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
同
様
の
問
題
を
扱
っ
た
研
究
に
は
、
中
根
隆

行
「
語
ら
れ
る
青
年
文
化
、〈
地
方
〉、
自
然
主
義
現
象
」（
筑
波
大
学
近
代
文
学
研

究
会
編
『
明
治
期
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
み
る
〈
文
学
〉』
所
収
／
二
〇
〇
〇
年
六
月
三

〇
日
／
筑
波
大
学
近
代
文
学
研
究
会
）
な
ど
が
あ
る
。

⑬　

田
山
花
袋
『〈
通
俗
作
文
全
書
第
二
四
編
〉
小
説
作
法
』（
一
九
〇
九
年
六
月
三
〇

日
／
博
文
館
）

⑭　
「
新
刊
」（「
日
本
」
／
一
九
〇
六
年
八
月
一
日
）

⑮　
「
山
水
無
尽
蔵
」（「
新
古
文
林
」
第
二
巻
第
一
〇
号
／
一
九
〇
六
年
八
月
一
日
）

⑯　

佐
々
木
基
成
は
「〈
紀
行
文
〉
の
作
り
方―

日
露
戦
争
後
の
紀
行
文
論
争

―

」（「
日
本
近
代
文
学
」
第
六
四
集
／
二
〇
〇
一
年
五
月
一
五
日
）
で
、
酔
夢
に

よ
る
紀
行
文
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
の
整
理
・
分
類
に
注
目
し
、
紀
行
文
と
小
説
と

の
決
定
的
な
差
異
が
見
出
し
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑰　

島
崎
藤
村
は
「
雲
」（「
天
地
人
」
第
四
〇
号
／
一
九
〇
〇
年
八
月
二
日
）
に
お
い

て
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
論
を
援
用
し
た
雲
の
描
写
を
試
み
て
い
る
。

⑱　

田
山
花
袋
前
掲
書
（
注
⑬
）

⑲　

科
学
と
文
学
の
融
合
を
標
榜
し
た
同
時
代
の
試
み
と
し
て
、
こ
の
他
に
前
田
曙
山

の
『
高
山
植
物
叢
書
』（
第
一
巻
…
一
九
〇
七
年
六
月
一
〇
日
、
第
二
巻
…
一
九
〇

八
年
一
月
二
六
日
／
い
ず
れ
も
橋
南
堂
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
曙
山
は
第
一
巻
「
緒

言
」
で
、
同
書
の
狙
い
が
「
文
学
と
科
学
と
の
趣
味
を
調
和
し
（
略
）
無
趣
味
の
科



小
島
烏
水
「
鎗
ヶ
嶽
探
険
記
」
論 

六
〇

学
を
し
て
、
読
ん
で
面
白
く
」
す
る
こ
と
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑳　

哀
鳥
「『
雲
表
』」（「
文
庫
」
第
三
四
巻
第
六
号
／
一
九
〇
七
年
八
月
一
五
日
）

㉑　

例
え
ば
、
寒
川
鼠
骨
『
写
生
文
作
法
及

其
文
例

』（
一
九
〇
三
年
五
月
一
三
日
／
内
外
出
版
協

会
）
で
は
、
第
四
章
「
写
生
文
の
種
類
」
に
お
い
て
、「
日
記
紀
行
類
」
が
写
生
文

の
下
位
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

㉒　

だ
が
紀
行
文
と
い
う
奇
妙
な
ジ
ャ
ン
ル
は
、
曖
昧
な
ま
ま
現
代
ま
で
生
き
残
っ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

㉓　
『
槍
が
嶽
乃
美
観
』
に
つ
い
て
は
、
和
田
敦
彦
が
「
読
む
こ
と
と
登
る
こ
と
の
間

で
【
読
書
と
山
岳
表
象
の
近
代
】」（「
環
」V

ol. 14

／
二
〇
〇
三
年
七
月
二
〇
日
）

で
、
明
治
以
降
の
登
山
が
言
葉
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
こ
と
で
分
節
化
さ
れ
、「
近
代

化
」
さ
れ
た
こ
と
を
例
証
す
る
も
の
と
し
て
取
上
げ
て
い
る
。

㉔　

明
治
三
九
年
三
月
の
「
山
岳
」
創
刊
以
後
、
烏
水
が
紀
行
文
を
発
表
す
る
場
は

「
文
庫
」
か
ら
次
第
に
「
山
岳
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
明
治
四
〇
年
刊
行
の
紀
行

文
集
『
雲
表
』（
本
文
前
出
）
で
は
、
収
録
さ
れ
た
紀
行
文
八
篇
の
う
ち
、「
文
庫
」

初
出
の
も
の
は
一
篇
、「
山
岳
」
初
出
の
も
の
は
三
篇
と
な
っ
て
い
る
。

〔
附
記
〕　

文
章
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
読
み
方
の
難
解
な
も
の
除
い
て
ル
ビ
を
省
略
し

た
。
ま
た
、
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
改
め
た
が
、「
鎗
ヶ
嶽
」
な
ど

同
時
代
に
お
い
て
新
旧
の
漢
字
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
固
有
名
詞
な
ど
の
場

合
に
限
り
、
旧
漢
字
を
用
い
た
。

　


